
数理・データサイエンス・AI 教育強化拠点コンソーシアム 

令和５年度第２回四国ブロック運営会議議事次第 

 

 

 

日  時 令和５年１２月５日（火）１５：３０～ 

場  所 徳島大学常三島キャンパス教養教育４号館４階４０４講義室 

参 加 者  別紙名簿のとおり 

形  式 対面及び遠隔(Zoomミーティング)開催 

 

議  題 

１．リテラシーレベル認定状況とコンソーシアム入会状況について      

２．応用基礎レベルの認定について                     

３．西日本アライアンスＰＢＬについて                   

４．四国経済産業局との連携について 

５．数理・データサイエンス AI 教育強化拠点コンソーシアム令和６年度四国ブ

ロック活動計画（案）について                           

６．その他                               

  （１）高等学校における「情報Ⅰ」の必修化対応について 

  （２）数理・データサイエンス・AI 教育強化拠点コンソーシアム令和５年

度四国ブロックシンポジウム及び総会について 

 

 

配付資料 

議題資料１ 数理・データサイエンス・AI 教育強化拠点コンソーシアム四国ブ

ロック内の大学・高専一覧 

議題資料２ 各地域ブロックにおける認定状況（令和５年９月１日現在） 

議題資料３ 西日本アライアンス PBL 報告 

議題資料４ 北海道ブロック実務家教員派遣プログラム 

議題資料５ 数理・データサイエンス・AI 教育強化拠点コンソーシアム令和６

年度四国ブロック活動計画（案） 

議題資料６ 高等学校における「情報Ⅰ」の必修化対応 

         



遠隔参加

遠隔参加

遠隔参加

遠隔参加

遠隔参加

遠隔参加

遠隔参加

遠隔参加

遠隔参加

機関名 所属等 職名 氏名

経営情報学部 メディア情報学科 教授 池田　充郎

松山東雲女子大学 人文科学部 教授 小西　敏雄

阿南工業高等専門学校 創造技術工学科 電気コース 教授 松本　高志

吉田　秀典

大学教育基盤センター 特命講師（数理DS） 藤澤　修平

香川大学

副学長

陪席者

徳島文理大学
人間生活学部心理学科 准教授 松本　新功

理工学部 電子情報工学科 教授 山本　由和

四国大学

経営情報学部 メディア情報学科 経営情報学部長 教授 長沼　次郎

鳴門教育大学

教育学部 准教授 原本　博史

技術・工業・情報科教育コース 准教授

機関名 所属等

徳島大学

デザイン型AI教育 研究センター

愛媛大学

大学院理工学研究科 助教 髙橋　裕子

数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム

令和５年度第２回　四国ブロック運営会議出席者名簿

久保　　栞地域強靱化研究センター 特命講師

センター長 教授

副センター長 教授

数理情報・ 遠隔教育部長 教授 宮﨑　英一

高橋　尚志

林　　敏浩

理工学部門

大学教育基盤センター

大学教育基盤センター

高知大学

教授

大学院理工学研究科

李　　冠軍

日 時

場 所

 令和５年１２月５日（火）１５：３０～

徳島大学常三島キャンパス教養教育４号館４階４０４講義室

菅原　武志

斎藤　卓也

大学院理工学研究科

教授

教授

助教 瓜生　真也

職名 氏名

理工学部

教養教育院

教授・副理事

准教授

寺田　賢治

大薮　進喜

阪東　哲也

数学科教育コース

データサイエンス センター

データサイエンス センター

データサイエンス センター

特任講師

助教

特任助教

大学教育基盤センター

准教授 田中　晴喜

佐々　浩司

平野　　 幹

尾國　新一



数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム

令和５年度第２回　四国ブロック運営会議出席者名簿

遠隔参加

遠隔参加

遠隔参加

遠隔参加

遠隔参加

遠隔参加

遠隔参加

遠隔参加

遠隔参加

遠隔参加

遠隔参加

遠隔参加

遠隔参加

遠隔参加

機関名 所属等 職名 氏名

福島　愛加

晦日　　研

機関名 所属等 職名 氏名

徳島文理大学

教育研究支援課

教務部 教務課

教務部 教務課

課長

係長

係長

細川　典宏

多田　一子

安藝　和加

萬木　理恵事務補佐員

松本　梨央事務補佐員

澤井　直樹再採用職員

ICT教育推進室 技術補佐員 中村　可奈

香川大学

教育・学生支援部　修学支援課

教育・学生支援部　修学支援課

教育・学生支援部　修学支援課

陪席者

角田　圭美

文部科学省 高等教育局専門教育課 課長補佐 奥井　雅博

教育・学生支援部 課長

学務部学務課

学務部学務課

副課長

係長

係長

係員

課長

事務補佐員

研究補助員

教務部教務課教務係

研究支援部情報システム課

研究支援部情報システム課

データサイエンスセンター

学務部 部長

鳴門教育大学

学務部学務課

愛媛大学

高知大学

齋藤　京子

小倉　隆伸

大林　洋之

三室　俊治

森田　　誠

越智　　愛

石川　由美

課長

全学・共通教育係長

合田　俊樹四国経済産業局

機関名 所属等

全学・共通教育係員

製造産業・情報政策課

総括係長四国経済産業局 製造産業・情報政策課 田村　浩晃

大村源一郎

学務部教育支援課 課長 岩森　清澄

西村　宜浩

徳島大学

職名 氏名

情報産業係長

学務部教育支援課

学務部教育支援課

教務部教務課教務係



種別 校数 大学名 コンソーシアム入会状況 リテラシーレベル認定状況 応用基礎レベル認定状況

徳島大学 〇 R４年度認定

鳴門教育大学 〇 R４年度認定

香川大学 〇 R３年度認定 R４年度認定

愛媛大学 〇 R３年度認定

高知大学 〇 R４年度認定

香川県立保健医療大学 R５年８月入会 R５年度認定

愛媛県立医療技術大学

高知県立大学 〇

高知工科大学

四国大学 〇 R４年度認定

徳島文理大学 〇

四国学院大学

高知学園大学

聖カタリナ大学 R５年7月入会

松山大学

松山東雲女子大学 R５年８月入会 R５年度認定

高知リハビリテーション専門職大学

高松大学 〇 R５年度認定

四国大学短期大学部 R５年５月入会 R４年度認定

徳島文理大学短期大学部 〇

徳島工業短期大学

香川短期大学 R５年6月入会

高松短期大学 R５年7月入会

せとうち観光専門職短期大学 R５年7月入会

今治明徳短期大学

聖カタリナ大学短期大学部

松山東雲短期大学 R５年８月入会 R５年度認定

松山短期大学

高知学園短期大学

国立 阿南工業高等専門学校 〇 R３年度認定

国立 香川高等専門学校 〇 R４年度認定

国立 新居浜工業高等専門学校 〇 R４年度認定

国立 弓削商船高等専門学校 〇 R５年度認定

国立 高知工業高等専門学校 〇 R４年度認定

私立高等専門学校 1 神山まるごと高等専門学校 R５年１０月入会

合計 35 ２４校 １６校 １校

環太平洋大学短期大学部(募集停止中）

私立短期大学 11

高等専門学校 5

数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム四国ブロック内の大学・高専　一覧

国立大学 5

公立大学 4

私立大学 9
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20230919文部科学省高等教育局専門教育課「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度説明会資料
「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度」の概要／申請に当たってのポイントより抜粋
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【令和５年度第２回四国ブロック運営会議】 

日 時：令和５年１２月５日（火） 

場 所：徳島大学 常三島キャンパス 

形 式：対面とオンラインによるハイブリッド開催 

において、尾國新一（愛媛大学大学院理工学研究科）が行う 

「西日本アライアンス PBL 報告」の参考用の配布資料として、 

以下の３つがあります。 

 

・配布資料１（愛媛大_教員_PBL_報告 20231001.pdf） 

教育用データベース分科会主催 公開シンポジウム 

数理・データサイエンス・AI 教育プログラムにおける PBL の現在と未来 

http://www.mi.u-

tokyo.ac.jp/consortium/educational_database_subcommittee_2023symposium.html 

における、愛媛大学の授業担当教員による PBL 実施事例紹介スライドより。 

 

・配布資料２（愛媛大_学生_PBL_報告 20231118.pdf） 

第８回数理・データ教育研究会 

https://www-mmds.sigmath.es.osaka-u.ac.jp/structure/topics/?id=393 

における、愛媛大学の授業受講学生による PBL 活動報告スライドより。 

 

・配布資料３（高知大_学生_PBL_報告 20231118.pdf） 

第８回数理・データ教育研究会 

https://www-mmds.sigmath.es.osaka-u.ac.jp/structure/topics/?id=393 

における、高知大学の授業受講学生による PBL 活動報告スライドより。 

 

http://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consortium/educational_database_subcommittee_2023symposium.html
http://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consortium/educational_database_subcommittee_2023symposium.html
https://www-mmds.sigmath.es.osaka-u.ac.jp/structure/topics/?id=393
https://www-mmds.sigmath.es.osaka-u.ac.jp/structure/topics/?id=393
shogakushien
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教育用デ ー タベ ー ス分科会主催公開シンポジウム
数理 ・ デ ー タサイエンス ・ Al 教育プログラムにおける PBLの現在と未来
2023年10月1日（日）13:00'"'-" 16:30 オンライン開催(Zoomウェビナ ー）
PBL実施事例紹介（愛媛大学）のスライド

「西日本アライアンスPBL」
を軸とした愛媛大学の授業
「DS • Al実践PBL」について

尾國 新 一

所属：愛媛大学大学院理工学研究科・

理学部・デ ー タサイエンスセンタ ー

配付資料１

shogakushien
テキストボックス





• 5月に右のチラ
シで宣伝。

• PBLに取りくん
だのは理 ・

エ ・ 医 ・ 法文
の4学部の学生
を含む20名

（男性14名 ・

女性6名、 2回
生13名 ・ 3回生
以上7名）。

・教員2名で運営
(TAは無し）。

I'（デー タサ9翌雙科悶実践PBL)I
授業において、 デ ー タサイエンス •Al実践PBLを大阪大

学など他根関との共同PBL（西日本アライアンス共同
PBL)に基づいて、 以下のような内容で実施します。

•人閻行動を識別するAlを企画 ・ 設計する。

•カメラによる行勁計測、 画像処理による行勁の数値化、 行
勃デ ー タを学習する識別器の設計、 行動の識別試験 ・ 評，匹｀
および行勁を理解するAlを活用したサ ー ピス ・ アプリケ ー

ションを考案する口

行動に係る課萌設定｀ 問悶解決に向けた計画、 デ ー タ収菜｀
デ ー ？分栃＂ 競証および価j直創造を通したAlやテ ー タサイ
T ンAの 一 連の企画 ・ 開発工程をすべて経験する

•数学 ・ プログラミングの知識を問わない e

H =テl |ア| U5, ¢,, t,., - u. =,'| ＇ •I, ) l し口社さ・［ま，1
旦・ザ ． 9,·i -{ Ji,.:.,.云•Al,;;mブロプ、I J..視，:W lt.Jl'a'「 .11,rn·� 況レペJ1<」上巳干;f'I

9/14 （木）.. 91115'（金）． 9I19 （火）． '91120 （水）曹

9121 （木）曹 '91122 （金） 6日間とも 10:40~16:30
憩 一 部のi1,'潤外学習n,＼間を含む）

教育学部4号館E41教室 ※対面窄施予定

正 50 名程度

: 7;7 （金）

※屈怜を名望する学生は生 蹄内切リまで↓；；絡学支援システムカ";,讀｛配登録をしてください．

一吋受業は 2 単位科目です。

グル ー プワ ー クがメインとなります。全：日程参加してください，
各自が自身のノ ー トPCを大学のWI-Flに接続して使用します。
その他の惜報についてはシラハスをよく読んでください。





















データサイエンス・AI実践PBL活動報告

愛媛大学

shogakushien
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1.提示課題

「ジェスチャー認識アプリを作ってみよう！」

2次元映像における全身運動を言語化



骨格などの位置情報付き
動画

学習データ



手を振る

立ち上がる
寝そべる

数値化



学習・識別



2. 1~5班の紹介



2班 企画：視覚障がい者に危険な道を音声で知らせる   
     識別機：杖を使って地面をたたく動きを識別し、

 視覚障がい者を認識



活動の様子



5班 企画：迅速な救助活動の支援
  識別機：体調不良者の識別



活動の様子



1班 企画：オンライン学習や安全運転の支援
  識別機：顔の向きを識別

(後ほど詳しく紹介)



3班 企画：自動シャッターカメラ
  識別機：手の上げ下げ、体の向きの認識、個人の識別

(後ほど詳しく紹介)



4班 企画：正しいトレーニングの支援
  識別機：正しいトレーニングかどうか識別

(後ほど詳しく紹介)



3. 1,3班の話



1班 顔の向きの識別



企画

１. オンライン学習での活用
２. 運転支援、安全確保



顔の向き
(正面、斜め、横向き(真横)、
上向き、下向き)を区別

識別機を実際に使った様子



データの
集め方

正面(front) 斜め(45) 横(90)



(目や鼻などを認識する範囲で、限界まで上または下を向いたものを使用)

上(over) 下(under)



識別機作成中の出来事

１．サンプル数の不足による誤作動
・サンプル数が限られていたため、正面を向いているにもかかわらず
横45°と誤判断が多発

・解決策：サンプル数を増やすことで改善

２．マスクの有無による精度差
・マスクを外して顔を分類させたところ、精度が大幅に向上

３．異なるモデルの使用
・モデルの変更があまり精度に影響しなかった



実用案

１．よそ見の検知や居眠りの検知
オンライン学習では、警告を出すことで集中を促す。

 運転の際には、警告を出すことで安全運転につなげる。

２．曲がる際の死角確認サポート

曲がるタイミングでドライバーが適切に左右を確認しているか
を検知し、確認が不足している場合は安全な運転のアドバイスを
提供する

その他、様々な分野に応用可能



印象に残ったこと

・データの質や量に応じて判定が大きく変化した
ことから、AIの作成に、どのようなデータがどれく
らい必要なのかということを実際に体験できた。

・条件が少し変わるだけで判定が非常に不安定に
なり、汎用性の高いAIを作成する難しさを感じた。



３班

４つの識別器を利用した自
動シャッターカメラ



機能について

・正面を向いていない→ 指摘する

・人の区別 → 特定の人物の動作のみに反応

・右手を上げる → ３秒後に写真をとる
・左手を上げる → 一時中止

メイン機能

サブ機能



右手挙手・左手挙手・直立を判別
＜性能＞

①右手挙手②左手挙手 ③直立
の3種類を識別



正面を判別

＜機能の概要＞

「正面」、「横向き」を判定

+
「上向き」「下向き」を判定

組み合わせて…

「正面」と「正面以外」を識別



特定の人物を
識別する

＜性能＞
①Aさん ②Bさん ③その他

の3種類を識別



＜正面判定AI＞
・動くと「正面」が「横
向き」と識別してしまう

→学習不足か？

・「正面」、「横向き」
判定の精度が低い

→顔、体全体で動くため
か？

課題

＜個人識別AI＞

・直立姿勢のみ認識

→手を上げる動作

を誤認識

・全身を映す必要あり

→上半身のみの

撮影に使用不可



4班
トレーニング(ヨガ)のポーズを評価する画像認識AI



私たちのAI
＜作成したAI＞

☑ジェスチャー認識アプリで、トレー
ニング(ヨガ)のポーズを評価する画像
認識AI

＜ターゲット＞

☑自主トレをしたい若者、中年層

☑お家でヨガをしたい主婦層

＜実応用のイメージ＞

☑スマホアプリで３～４段階でトレー
ニング結果を評価その結果を音声で
フィードバック
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私たちのAI

＜工夫したところ＞

☑ラベル付けにおいて、動作の意味に
ラベル付けするのではなく、水準をラ
ベルとした

☑学習の際に90度半回転させながら撮
影したこと

☑水準ごとの判定が上手く行われるよ
う調整したこと

☑動的な運動に対しても判定基準で止
まった状態で撮影した

2023/11/26 31



私たちのAI
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AIの実行結果

①スクワット

2023/11/26 33



AIの実行結果

①スクワット
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AIの実行結果

②ハイランジのポーズ
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AIの実行結果

②ハイランジのポーズ
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今後の課題
☑学習データの数、種類(特にヨガ)を増やし精度を上げる

☑動作の中でラベル付けが曖昧な部分をなくす

☑学習データの角度は、現状90度範囲でしかない

➡360度どの方向からでも評価できるAIとしていきたい

☑画角が縦方向に変化する場合にも対処できるようにデータ取得の方法を工夫する

☑個人の骨格の違い、男女差のちがい等を考慮できるように学習データを多く用
意する

☑スマホアプリ化すること、また評価を音声として出力するようにプログラムを
コードする必要がある
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5. 活動を通して



活動を通して学んだこと

• AI(ジェスチャーアプリ)の仕様や仕組みを理解し、できること
とできないことを知る必要がある

• AIの精度を上げるために、データの取り方や扱い方を工夫する
必要がある

• 他の人と意見を交換し、発想を共有することで新たなアイディ
アが生まれる

• 各自の得意分野を生かし、作業を分担しながら効率よく作業を
進める

• PDCAサイクルを意識しながら開発を進めることの重要性



ご清聴ありがとうございました。



大学間共同PBL 体験報告

高知大学

2023.11.18

shogakushien
テキストボックス
配付資料３



トレーニング効率向上に
繋がる機械的指示の提案

高知大学 Aグループ



近年、若者や高齢者の姿勢の悪化が深刻になっていて、
それに伴う健康被害を予防するために体幹を鍛えることが
効果的であるとされている。
しかし、誤ったフォームでトレーニングを行えば
体に悪影響を及ぼすことがある。

目的

具体的に…
人間の骨格を読みとり、トレーニングの正しい姿勢を骨格の位置から
分析することで、正しい姿勢を維持しやすくする機能を開発する。

体幹を正しく鍛えることができれば
日常生活における姿勢の悪化を予防できる！！



手法
カメラの位置を固定し、被写体の真横から
左右それぞれのプランクの様子を
映像で記録した。

映像に基づいてプランクの姿勢に
「キープ」、「（腰を）上げすぎ」、
「（腰を）下げすぎ」、
その他の動作に「未判定」のラベルを設定して
データを収集した。

収集したデータを分類学習器に取り込み、
どの識別器において精度が高くなるのかを
比較した。

（画像引用元:ac-illust.com）

プランクの悪い姿勢と正しい姿勢



実験結果②

総再生時間：407秒間
班員4人分の映像（30本）を使用

スプレッドシートのデータ量（ラベル
数）
頭が左側 ：2391行
頭が右側 ：1377行
プランク以外の動作：904行

適合率
キープ ：98.0%
上げすぎ：98.1％
下げすぎ：98.0％
未判定 ：99.7％

判定に使用したデータの混同行
列



実験結果③

機械的指示が
うまくいった例

機械的指示が
うまくいかなかった例

頭が左側に比べて頭が右側の方が誤判定が多かった



骨格認識による授業態度
の判定

7



手法

• 教室前面にカメラを設置した
状況を想定した。

• 体を正面から撮影することが
できるが、机によって下半身
の認識がほとんどできないた
め、学習では上半身のデータ
のみを用いて学習を行った。

• データはすべて縦4:3のHD解
像度の動画で行った。
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手法

• 姿勢の癖などによる誤った認識を
避けるため5人分のデータを利用
した。

• 各ラベルは真面目に授業を受けた
ときの生徒の行動を基準に撮影し
た。

• 利用した動画の総時間は36分08
秒

9

利用したラベル 対応する動作

Listening 話を聞く

Reading 教科書を読む

Sleeping 寝る

Talking 話す

Using Phone スマホを使う

Using PC PCを使う

Writing ノートに書く

Other その他



実験結果 1

10

検証動画 誤認識の例

•聞く動作と読む動作は高
い精度で正しく認識でき
ていた。

• 一方で、ノートをとる動
作が寝る動作とスマホを
使う動作に誤って分類さ
れていた。



グループA・B 共通の考察

•枚数を増やすより，撮影角度のバリエーションを
増やすべきだった

•プログラムを少し修正して，
全てのフレームにラベルを付けた

• 修正前：クリックした時のフレームにラベルを付ける

• 修正後：クリックすると付与するラベルを変更する
（以降のフレームはそのラベルが付与される）

•精度の向上にはつながらなかった



感想

•データの収集から分析までを行う経験をしたことが
なかったことに気付かされた

•公開されたデータを使ったことはあったが，
きれいなデータを集めることは難しいことがわかった

•データを収集するために試行錯誤することが楽しかった

•履修生が少なく，グループ数が少なかったので，
他大学のアイデアや取り組みを見ることができた
ことは刺激になった



数理・データサイエンス・ＡＩ教育強化拠点コンソーシアム令和６年度四国ブロック活動計画（案）

開催月

会議名

4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

運営会議

総会

ワークショップ

シンポジウム

香川大学
（固定）

持ち回り 香川大学

未定

香川大学
（固定）

shogakushien
新規スタンプ



高等学校における「情報I」の必修化対応
（2025年 に新課程の学生が入学）

1）情報の科学
2）社会と情報

（2科目から選択）

旧課程 高校の情報科目

新課程 高校の情報科目

1）情報I（共通必須）
2）情報II（発展的選択）

旧課程→新課程
1）教科書の内容比較
1）新課程の教科書は

旧課程の教科書の内容をほぼ含む
2）新課程では「間隔尺度」、「帰無仮設」等の

統計的項目が追加。

2）教科書会社間内容（6社）
大きな差異は無い

3）本学多数受験者の採択教科書
3社程度に絞られる

旧課程→新課程
・情報リテラシーBの

カリキュラム内容確認

本学における情報リテラシー
Ｂは新課程をカバーし、データ
サイエンス、機械学習の項目を
追加している

改訂前後の高校情報カリキュラム比較

1）新課程・旧課程で教科書の内容比較

→新課程情報Iで何を学んできたかを確認

2）新課程の教科書会社間の内容を比較

→教科書間のバラつき、内容の隔たり確認

3）新課程の教科書と本学情報リテラシーＢの内容比較

高校数学「統計的な推測」が数学Bで必須化
現実の対応は遅れるのでは（教員不足）

shogakushien
新規スタンプ


	01議事次第
	02第２回四国ブロック運営会議出席者名簿
	03【議題資料１】（机上配布用）数理データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム四国ブロック内の大学・高専一覧 
	04【議題資料２】各地域ブロックにおける認定状況（令和５年9月１日現在）
	05【議題資料３】西日本アライアンスPBL報告
	①令和５年度第２回四国ブロック運営会議_尾國.pdf
	➁愛媛大_教員_PBL_報告20231001.pdf
	③愛媛大_学生_PBL_報告20231118
	スライド 1: データサイエンス・AI実践PBL活動報告  愛媛大学
	スライド 2: 1.提示課題
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6: 2. 1~5班の紹介
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14: 3. 1,3班の話
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24: 機能について
	スライド 25: 右手挙手・左手挙手・直立を判別
	スライド 26
	スライド 27: 特定の人物を識別する
	スライド 28: 　課題
	スライド 29: 4班
	スライド 30: 私たちのAI
	スライド 31: 私たちのAI
	スライド 32: 私たちのAI
	スライド 33: AIの実行結果  ①スクワット
	スライド 34: AIの実行結果  ①スクワット
	スライド 35: AIの実行結果  ②ハイランジのポーズ
	スライド 36: AIの実行結果  ②ハイランジのポーズ
	スライド 37: 今後の課題
	スライド 38: 5. 活動を通して
	スライド 39: 活動を通して学んだこと
	スライド 40: ご清聴ありがとうございました。

	④高知大_学生_PBL_報告20231118
	スライド 1: 大学間共同PBL 体験報告
	スライド 2: トレーニング効率向上に繋がる機械的指示の提案
	スライド 3: 目的
	スライド 4: 手法
	スライド 5: 実験結果②
	スライド 6: 実験結果③
	スライド 7: 骨格認識による授業態度の判定
	スライド 8: 手法
	スライド 9: 手法
	スライド 10: 実験結果 1
	スライド 11: グループA・B 共通の考察
	スライド 12: 感想


	07【議題資料５】数理・データサイエンス・ＡＩ教育強化拠点コンソーシアム令和６年度四国ブロック活動計画（案）
	08【議題資料６】高等学校における「情報Ⅰ」の必修化対応 



